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多くのいのちとくらしを奪った東日本大震災と東京電力福島第一原発の事故から、10年です。
10年といえば小学一年生が高校生になるくらいの年月です。パルシステム東京では、発災当初
から組合員、役職員それぞれができることを積み重ね、状況に合わせて活動内容を見直しなが
ら、現在に至っています。　
しかし、復興の真意は何かと問えば課題は山積みです。また、首都圏に電気を送っていた福島
第一原発の事故、放射性物質を含んだ水の処理や、事故の教訓を忘れ再び原発に頼ろうとす
る社会情勢を目の当たりにして、すべてのいのちに対して申し訳ない気持ちです。私たちはこれ
からも「忘れない」を合言葉に、つながりながら組合員とともに引き続き活動を継続していきます。

3.11の避難所は私にとって「ユートピア」でした。みんなが満身創痍で無力、不安、喪失、鬱を
抱えながら、自分で考えみんなで話し合い共に行動し、何よりももっと痛みを抱えている人に
寄り添いました。人の悲しさ・苦しみを我がことにし、その人のために出来ることを考えた、それ
は忘れていた大切なこころ、その人は笑顔で元気が生まれた。生産性がない人は社会的に
疎外されている。それは、もしかしたら私たちの社会が彼らを作ってきたのかもしれないと考
えた時、彼らが私たちを映す鏡になり、聞こえない声を聴くことで私も変われるかも知れない
と、そんな１０年でした。無添加の練り物にメッセ－ジを込める！と突き詰め続け、経験もない
野菜加工場を作りました。引きこもりの若者たちと日々格闘しながら伴走し、今はまだ赤字で
すが何故かこころ豊かで私にも被災地の人の心にも灯りを、そんな幸せを作る会社です。

震災から10年、ほんとうに月日が経つのは早いものです。突然の地震、そし
て原発事故で避難を余儀なくされ、遠く会津の仮設住宅に数年…でも私
たちが恵まれたのは、全国の心ある方々、そして布ぞうりづくりを支援くだ
さったパルシステム東京とその組合員のみなさんから有形無形のご支援が
あったこと。そのおかげで故郷に帰郷した今も、仮設住宅時代の仲間を含
め、一緒に和やかな毎日を過ごすことができています。コロナ禍でなかなか
集まれ…いえ、実際にはいまも週に１回は集まって布ぞうりづくりに励んでい
るのですが（しっかり三密は避けながらですよ！笑）、これからもそんな日々
が続けられればなあ、と思っています！　

震災から10年、たらちねでは子どもの
健康を見守る活動を継続してきました
が、最近は子どもたちの成長を感じるこ
とが多くなりました。たらちね子どもドッ

クの検診を受けるために、18歳以上の年齢の人が自分で予約をし
て来院します。これまでは保護者が子どもの健康管理をしてきまし
たが、これからは子ども自身が自分の健康管理をする時代になっ
たことに気づきました。また、保護者が子どもの被ばくの影響につい
て無関心である場合も、成長して
行動の自由を得た子どもたちは、
親の関心の有無に関係なく自分
の意思でたらちねクリニックを訪
れます。親の心配以上に子どもは
深い不安を抱えて、この10年間を
生きてきたのだと感じています。

２０12年の春から、福島の親子さんを自然豊かな施設に招いて、春
と夏に３～４泊の交流合宿を開催してきました。毎回バス１台５０名
弱の参加者とボランティア５０名の大所帯。震災直後は不安な想い
に思わず涙を流すお母さんたちもいる中で、元気一杯笑顔いっぱ
い、森の中で遊びまわる子どもたちの姿に、私たちスタッフも一緒に
泣き、笑いながら、限られた時間を分かち合ってきました。「土に触っ
ていいの？」と聞く子どもたちに、「何の心配もなく思いっ切り遊ばせ
ることができて本当に嬉しい」とお母さんたち。この合宿に来ること
で頑張っていけると話してくださいます。今では参加されたお母さん
同士がつながり、ふくはちスタッフもSNSで交流をしています。大勢
のボランティアさんにとっても毎年恒例の楽しみの行事となってい
た合宿ですが、残念ながらコロナの影響で昨年、今年は中止。今後
も東京に招く合宿を行える見通しは立っていません。しかしこの春オ
ンラインで交流会を開催したところ、福島のお母さんから、「コロナ
やオリンピックで原発事故のこと、まだまだ処理が終わっていないこ
とを忘れられてしまうのでは」との不安も聞かれました。10年経った
今だからこそ、これからの繋がりがますます大事との想いを新たに、
今後は福島のお母さんたちと緩やかに繋がりつつ、子ども達の成
長を見守っていく環境を一緒に作っていけたらと考えています。

生活協同組合パルシステム東京　理事長 松野 玲子

㈱高橋徳治商店　代表取締役

高橋 英雄 氏

認定 NPO 法人

いわき放射能市民測定室 たらちね

事務局長 鈴木　薫 氏

福島こども支援・八王子　代表 近藤 波美 氏

こころに灯りをともせるように

布ぞうりづくりでふるさと再生！

わらじ組のみなさん

▲東京での放射能に関する学習会と甲状腺健診の様子

▲たらちね子どもドックの様子

パルシステム東京 福島親子保養交流企画パルシステム東京 福島親子保養交流企画

［後列、一番左が近藤さん］　2019年ふくはち福島親子保養にて
福島スタディツアーで

訪問した、土湯温泉地熱
バイナリー発電を視察

福島スタディツアーで
訪問した、土湯温泉地熱
バイナリー発電を視察

子どもたちを見守りながら

震災直後の被災地を走る支援トラック 被災した宮城県㈱高橋徳治商店石巻工場での支援作業 震災2年後に東松島市に建設された新工場

森の中でいっぱい遊ぼう！

パル・パラソルカフェ
宮城県仮設住宅支援

宮城県
仮設住宅
支援

宮城県
仮設住宅
支援

雪まつり支援福島県会津若松仮設住宅

これまでの10年 そして未来のために
メッセージ

2011年

2011年
流しそうめん

東松島市仮設住宅
夏祭り支援

2014年

2013年

2012年 楢葉わらじ組との交流福島スタディツアー2017年

2019年

2016年

2019年

福島県楢葉町　「わらじ組」とりまとめ役　小尾　明 氏

福島
スタディ
ツアー

福島
スタディ
ツアー

福島の親子
保養支援
福島の親子
保養支援



復興支援10年の記録
3月11日

3月11日～14日

3月15日～

3月28日～4月1日

3月28日～5月6日

午後2時46分

現地支援開始

緊急支援カンパ

8月25日（継続中）

3月（継続中）

3月（継続中）

10月（継続中）

9月17日～（2017年夏まで）

2011年

2012年

ミ　ライ　カ

2013年

10月（継続中）

10月（継続中）

2014年

2月（継続中）
2016年

（継続中）
2017年

2月（継続中）

※新型コロナウイルス感染症の影響で一部休止中のものもあります。

2019年

2020201620142011

2011.9.17 ～仮設住宅支援

2014.10 ～パル未来花基金

2016.2 ～子どもの甲状腺検診

2012.3 ～福島親子保養支援

2017 ～コミュニティ支援「布ぞうり」

2017 夏

Pray for Japan　

※主なものを抜粋10年のあゆみ年表

東日本大震災発生。三陸沖でマグニチュード9.0の地
震、東北から関東地方の太平洋沿岸に大津波が襲
来。これに伴い福島第一原子力発電所事故が発生。

専務理事のもと、緊急対策会議を開催、被害状況の
確認、配達の続行などを判断。「震災対策会議」を設
置し、事業の正常化、被災地支援活動を検討。

日本生協連「救援・支援先遣隊」、「復興支援プロジェ
クト」、東京災害ボランティアネットワークの「宮城県南
三陸町被災者支援ボランティア」に役職員派遣。

物資支援カンパ（タオル・せっけん・カイロ）が組合員か
ら寄せられ、被災地に送った。

東日本大震災被災地・被災者支援カンパ実施。
(パルシステムグループ)

理事会のもとに「復興支援特別委員会」を設置。

被災地仮設住宅支援「パル・パラソルカフェ」を開始、
組合員・ボランティア・役職員を派遣。夏祭り支援.まち
開き支援等も。仮設住宅が解消するまで継続。

放射能の影響に苦しむ「パルシステム福島」の親子を
東京に招き、保養・交流企画を年１～２回継続して開
催。

東京で私たちができること東日本大震災「3.11を忘れ
ないシンポジウム」を開催。

放射能から子どもを守る活動に取り組む団体への「福
島支援カンパ」を実施。2019年度からはパルシステム
グループカンパ（名称：原発事故被災者応援金）に移
行。

被災地の現状を知る「福島スタディツアー」を１泊2日
で開催。組合員、役職員が被災各地を訪問。

組合員の復興支援活動を資金面で応援する、震災復
興支援基金「パル未来花基金」を創設。

「子どもの甲状腺検診」を組合員の子どもを対象に実施。

福島県楢葉町の方々が帰還、会津若松仮設住宅で
取得された、わらじ組の「布ぞうり」作りを支援するた
め、センターで、材料になる古Ｔシャツの回収や販売支
援に取り組む。

「食べて応援！」ＳＣ南三陸サポーター募集の取り組み。
津波被害の生産者を支援、2020年度から全センター
で実施。

震災直後、日生協、パルシステムグループでの被災
地復旧支援作業に職員有志を派遣。配送センター
では、組合員から支援物資が多く寄せられた。

東京で私たちができることは何か、
東日本大震災「3.11 を忘れない
シンポジウム」を開催。

宮城県南三陸の生産者を応援する「食べて応
援！」SC 南三陸のサポーターを募集、2020
年度から全センターで取り組んでいます。

配送センターに集まった支援物資

■2011～2013年
復旧支援

宮城県石巻市での炊き出し作業の様子

■2012年～

「3.11を忘れない
　　シンポジウム」

2017年、福島支援カンパ団体の
トークセッション

2020年、「新地町の漁師たち」映画上映後の
山田監督と新地町の漁師小野さん

■2013年～

「福島スタディツアー」
被災地の現状を知る「福島スタディツアー」を組合員、
役職員が訪問。

2013年
震災後のJR常磐線

「富岡駅」

2018年、飯舘村で、被災者の方々と

■2019年～

「食べて応援！」SC南三陸

「戸倉っこかき」生産者

黄金丸、 わかめ漁の様子

2019年訪問した
復興後の様子　

復旧活動 復興・地域コミュニティ支援に向けた活動

ミ　ライ　カ



被災者の手作り
小物の販売支援

祭りなどの
復興応援イベント

仮設住宅での交流

（2014 ～2020 年度）

延べ 104グループに約 2,622万円を助成

様々な支援活動を応援

東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故によって多大

な被害を受けた福島県。東京に住んでいる私たちができることとして、

「放射能から子どもたちを守る活動に取り組んでいる市民団体を応援

すること」「福島の子どもたちに少しでも心身が癒されるよう支援を

すること」を目的にすすめてきました。

放射能の影響から子どもたちを守るために活動を続ける市民団体を支援するために、2012
年度から、毎年組合員カンパを行っています。2018年度まで、37団体に約6,444万円の組合
員のカンパ金が寄せられました。

未来の福島子ども基金 (4)/ 子どもたちの健康と未来を守
るプロジェクト (8)/ 子どもたちを放射能から守る福島ネッ
トワーク (1)/ 安全 ・ 安心、 アクション (3a)in 郡山 (3)/
いわき放射能市民測定室たらちね (7)/ ふよう土 2100 (7)/
まつもと子ども留学基金 (5)/ 沖縄 ・ 球美の里 (4)/ ハートフ
ルハート未来を育む会 (5)/ FoE Japan (3)

チャイるのネット・子ども支援WEEK(4)/福島こども支援・八王子(6)/ならは盛り上げ隊(2)/被災地の
現状を聴き私たちが東京でできることを考える会(1)/渋谷パルの会(3)/はんど・めいどOHANA(2)/
Neko　smile(2)/ハート・のんびる(７)/東京の親戚プロジェクト(3)/教育・芸術・医療でつなぐ会(3)/星
つむぎの村(６)/アンサンブル・カーナス(4)/藤結びの会(6)/までいタイムズ(５)/シューレ大有志石巻
支援を風化させない会(6)/東日本大震災「祈り」実行委員会(5)/リボンの会(1)/アンサンブル・ふぁさ
ふぁす(5)/いっしょに！東北(4)/復興応援かけこみキャラバン(5)/福島子ども支援プロジェクト・西多
摩(2)/福島の子どもたちとともに・世田谷の会(3)/星空キッズツアー(4)/ i-くさのねプロジェクト(1)/は
ちみつ會(3)/福島の子ども保養プロジェクト・杉並の会(1)/八潮ハーモニー (1)/甲状腺かつしか(２)/
なかのアクション・福島子ども保養プロジェクト(2)/福島子ども保養プロジェクト＠練馬記録グループ
(2)/ソーマダーナ(1)/フォトボイス・プロジェクト(1)　

2019年10月～2020年3月末まで実施し、約2,000万円が寄せられました。（東京：約800万
円）カンパ金は原発事故被災者の保養や避難者を支援している団体、会員生協主催の保
養企画など、全23団体へ約1,820万円を配分しました。このうち、パルシステム東京が推薦し
た6団体へ計820万円を贈呈。2020年度は、前年度の繰越金200万円を4団体へ贈呈。

「3.11」を忘れない『被災者の思いを共感したい、助けになりたい』

そのような思いからはじまった組合員の復興支援活動。

被災者と被災地に寄り添いながら、継続的に活動にたずさわる組

合員を応援するために、2014年７月に創設されました。

2020年度までに延べ104グループに活用されました。

岩手県陸前高田の方たちを応援したいという思いで続けてき
た藤結びの会です。この三陸地方に地縁のあったメンバーは
一人もいないのですが、震災直後から、「何か自分にもお手
伝いができることはないか」との思いで東京の地でつながり、
活動を始めてから6年が経ちました。通い続けて、特に大きな
ことができたわけではありません。しかし、現地の方々との信
頼関係はかなり深まったと思います。現在は残念ながら、1年
以上訪問の中断を余儀なくされていますが、折に触れての手
紙や電話、メールなどで、会えないけれども心はつながって
いると感じることが多々あります。これからもつながり続けて
いたいと、メンバーの皆が願っています。

「少しでも心が上向きますように」 と、 星を眺めてもらう
ボランティア活動を続けています。
みなさんから多くのエネルギーをもらい、 絆が生まれ、
それは私達の宝物です。
ささやかな活動を細く長く続けたい想いを受けとめ、 伴走
してくれるのがパル未来花基金です。

藤結びの会　代表　

パル未来花基金助成グループ活動報告会の様子 福島の親子のための保養プログラム 「ぽかぽかプロジェクト」 に参加の子どもたち （写真 ： FoE  Japan）

星つむぎの村 ・ 被災地支援ドーム型プラネタリウムの前で

ご協力ありがとうございます！

（2012 ～ 2018 年度）

原発事故被災者応援金 ※2019～2020年度、パルシステムグループ全体（10生協）の取り組みに変更

贈呈先団体一覧

2014 ～ 2020 年度　パル未来花基金助成グループ一覧　

■組合員の復興支援活動を応援

尾崎 文 氏

藤棚の下で、被災者との交流

支援活動で、
左から二番目が尾崎さん

◆助成グループからのメッセージ ◆助成グループの声（アンケートより）

長い間、被災された方々との交流ができた。
組合員1名を含む3名のグループで申し込める制度があ
りがたかった。
思うように活動への理解が広がらないなか、助成金を頂
けたことで継続することができた。

●

●

●

※（　） は助成回数。 グループ名は最終助成年度時　敬称略

東京電力福島第一原子力発電所
事故被災者応援金

組合員の応援カンパ！震災復興支援基金

「パル未来花基金」の創設
ミ カライ

福島支援カンパ

※(　) は贈呈回数、 敬称略

2012 ～ 2020 年度

2016年

2017年

2019年

●

●

●



2021年３月11日にて、東日本大震災から10年となりました。2020年度は「新型コロナウイルス感
染症拡大」により、組合員と現地で学ぶ「福島スタディツアー」の中止や、支援団体の活動にも大き
な影響を受けました。このような状況下でしたが、「今できること」を中心に、配送職員が着用した
「50周年記念Ｔシャツ」を使用した布ぞうりづくりや、組合員とともに「さようなら原発首都圏集会」
への参加、「汚染水の海洋放出反対」の意見書提出などに取り組みました。また、「3.11を忘れない
東日本大震災シンポジウム」では、震災から10年が経過した現状について、「こころの復興はすす
んでいない」とのお話がとても印象に残りました。これからも「3.11を忘れない」の思いを胸に、組合
員や支援団体とともに支援活動に取り組んでいきます。

宮城県南三陸の牡蠣、マダコ海藻の生産者を「食べて応援」する『南三陸サポーターズ倶楽部』会員を、全センターで
募集、登録者788人、注文件数918点

　　　　　　東日本大震災から10年、「『3.11を忘れないシンポジウム』宮城から想いを届けます」を開催。
練りものでおなじみの（株）高橋徳治商店の代表取締役　高橋英雄氏から、震災後から現在までのお話と宮城県南三
陸町で学生の語り部として活動していた三浦貴裕氏からのお話。132人が参加

2020年度震災復興支援基金「パル未来花基金」に公募申請のあった16グループに総額399万7千円を助成。
新型コロナウイルスの影響で、活動ができず全額返金したグループは７グループ、総返金額は１６1万円

2020年度「子どもの甲状腺検診」を実施し、組合員・役職員・子ども110人が参加/協力：藤田操氏（医師、たらちねクリ
ニック院長）

　　　　　　パルシステム連合会地域活動委員会・環境委員会主催「東日本大震災から10年　想いを未来へつなぐ
3.11シンポジウム」に、役職員17人が参加

「さようなら原発首都圏集会」に、パルシステムグループの役職員が参加

配送職員が着用した「パルシステム東京50周年記念Tシャツ」700枚を素材の一部として、福島県楢葉町「わらじ組」に
手作り布ぞうりの製作を依頼。手作り布ぞうりは、復興応援商品として、2021年度に販売予定

パルシステムグループ全体で取り組む「2020年度東京電力福島第一原子力発電所事故被災者応援金」と、「城南信用金
庫ボランティア預金」の利息分を合わせ、総額400万円を5団体（放射能の影響から子どもたちを守る活動団体）に贈呈

生活協同組合パルシステム東京　専務理事

Pray for Japan 10 年のあゆみ「東日本大震災復興支援活動報告書」発刊によせて

杉 原 　学

■2020 年度主な復興支援活動（2020.4.1 ～2021.3.31） 

「パルシステム東京東日本大震災復興支援活動報告書 2019 『Pray for Japan』」 を発行

【オンライン】 「震災復興支援基金 「パル未来花基金」 2021 年度助成活動申請説明会」 を開催

【オンライン】 「震災復興支援基金 「パル未来花基金」 2020 年度会計 ・ 活動報告説明会」 を開催

【オンライン】 日本生協連主催 「東日本大震災を忘れないつどい～ 3.11 から 10 年～」 に、 役職員 13 名が参加

日　程 内　　　容

2020 年
4 月～ 5 月

2021 年 2 月

6 月

7 月 1 日

政府に「トリチウム等汚染水の海洋放出反対」と「放射性物質拡散防止の規制強化」に関する意見書を提出12 月 7 日

2 月 6 日

2 月 19 日

3 月 6 日

3 月 11 日

3 月 27 日

11 月 22 日
11 月 23 日

11 月

発行日 ： 2021 年 8 月発行　発行 ： 生活協同組合パルシステム東京
印刷 ： 佐藤印刷株式会社 （宮城県南三陸町）

　※バックナンバー

復興支援活動報告のページ

https://www.palsystem-tokyo.coop/about/back-number/#pfj

https://www.palsystem-tokyo.coop/activity/prayforjapan/

東日本大震災復興支援活動報告書
（Pray for Japan）

ミ ライ カ

【オンライン】

【オンライン】


